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1.　作成 

1-1　【　連続直線　】
　　機能　

CADの基本機能で連続直線を作図するコマンドです
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　　連続直線

連続直線（赤）

連続直線（白）

上記は全て同じコマンド（命令）です。作図する線の色が現時点の色で作成

するか赤もしくは白で作成するかの違いです

操作方法　

メニュー選択後マウスで始点をｸﾘｯｸし、次に終点をｸﾘｯｸします

連続線ですので続けてﾏｳｽを移動後、ｸﾘｯｸで連続作図が可能です

最後終了時に右ｸﾘｯｸで終了します。
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上記は一本一本の線が連続で繋がります

作図後に色・線種を変更する場合は修正のオブジェクト修正で行います。

1-2 【　ポリライン　】
機能

　　　　CADの基本機能で線分を作図するコマンドです。連続直線との違いは

一つのオブジェクトとして作成される、一連の線分セグメントを接続したもの

です（ひとつのかたまりになる事）。

　操作方法
1-1の連続直線との違いは作図した線分がひとつのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄになります

操作方法は同じになります。

　　（作図後ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの選択は一箇所をｸﾘｯｸすると全体が選択出来ます）
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上記は連続線のかたまり
1-3　【　スプライン曲線　】
機能
CADの基本機能で連続直線と操作は同じですが曲線になります。

操作方法
操作は連続直線・スプラインと同じですが、最後に右ｸﾘｯｸを3回押します。

直線の線が曲線に変わります。
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1-4　【　中心・半径　】　　

機能　

CADの基本機能で円を作成するコマンドです
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中心・半径

中心・半径（白）

中心・半径（赤）

上記は全て同じコマンド（命令）で、作図する線の色が現時点の色で作成

するか赤もしくは白で作成する違いです。

操作方法
メニュー選択後、円の中心をｸﾘｯｸし、半径をキー入力するかマウスで任意に

移動すると円が出来ます。
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数字入力する場合は中心をｸﾘｯｸした後にキー入力で数字（半角）を入れます

（半径　1000mの場合は1000を入力）

1-5【　3点円弧　】　　

機能　

CADの基本機能で円弧を作成するコマンドです

操作方法
メニュー選択後、円弧の始点をｸﾘｯｸし、次に通過点をｸﾘｯｸし、最後に

終点をｸﾘｯｸします。
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1-6　【　四角形　】　

機能　

CADの基本機能で四角形を作成するコマンドです
操作方法
　　　メニュー選択後、四角形の隅をｸﾘｯｸし、次に対角点をｸﾘｯｸします

　　　　数値入力により作成する事も出来ます。

　　　　（キー入力で＠１０００，５００→　横1m縦0.5mの四角形になります）
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1-7　【　正多角形　】　

機能　

CADの基本機能で正多角形を作成するコマンドです
操作方法
　　　メニュー選択後、コマンドラインに下記メッセージが表示されます
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辺の数を入力します（例　ここでは３を入力）
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次に正多角形の中心をマウスでｸﾘｯｸします

次に辺の頂点を指示しますが、マウスを移動すると多角形の大きさが

変わりますのでマウスで次（任意）の点をｸﾘｯｸし、終了します。

　（直行モードを有効にするときれいな多角形になります）

※　数値入力は中心からの距離指定になります

1-8　【　楕円　】　

機能　

CADの基本機能で楕円を作成するコマンドです。
操作方法
　　　メニュー選択後、楕円の一点目をｸﾘｯｸします（楕円の線上）。
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　　　　二点目は直径になる点でｸﾘｯｸします、後はマウスを移動すると

　　　　楕円が横に広がります。

　　　　※　数値入力は楕円の短い距離で入力します。

· 直行モードにすると綺麗な楕円になります。

　1-9　【ハッチング（斜線模様）】　

　　機能　

CADの基本機能でハッチンｸﾞ（塗潰し）を作成するコマンドです。
操作方法
　　　１．メニューを選択すると下記ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。
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　　　　２．最初にパターンのタブをｸﾘｯｸします。

　　　　　　下記左の表示になっているか確認します。
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　　　　もし右の表示（全体がｸﾞﾚｰ）の場合はパターン特性のタブから

パターンタイプは「定義済みパターン」にします。

３．次にパターンをｸﾘｯｸして選択します。

　　　　４．次にパターン特性のタブを選択します。
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　　　　５．尺度の数字は最初100もしくは50ですので広いピッチになります。

　　　　　　（塗り潰しの間隔の数字です、大きい程広がります）

　　　　　　角度は斜め線の場合は０ですが任意に変更可能。

　　　　６．ハッチンｸﾞするエリアを指定しますので、境界のタブをｸﾘｯｸ。
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７．作図画面上のエリアを指定します。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左記のような四角の中で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｸﾘｯｸします。
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８．ｸﾘｯｸ時点で枠内にﾊｯﾁﾝｸﾞが表示しますのでOKをｸﾘｯｸします。
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９．塗り潰しの間隔を変更するのはOKをｸﾘｯｸする前にパターン特性の

　　　タブから尺度を変更します、最後はOKで終了。

· ﾊｯﾁﾝｸﾞのパターンによっては間隔（尺度）がいろいろあります

OKする前に尺度を変更しながら確認して下さい

　　　　※　作成後の修正はﾊｯﾁﾝｸﾞ部をWｸﾘｯｸし図形のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨから編集可能です

· ﾊｯﾁﾝｸﾞする領域は必ず閉図形にします

一箇所でも開いているとﾊｯﾁﾝｸﾞ出来ません
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1-10　【　作図補助設定　】
　　　ここはメーカーで使用します
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文字を作成

　2-1　【文字】

2-1-1　文字をクリックで選択します
2-1-2　文字入力のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので、一番下のﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝで、

文字か引出し文字、どちらを作成するのかをクリックで選択します。

2-1-3 　リストから選ぶ場合はリスト枠内の文字をクリックで選択します。

　　→クリックした文字列が、文字列枠に表示されます。

2-1-4　リストにない文字の場合は、「リストから選ぶ」のﾁｪｯｸをはずし、

文字列枠にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから直接入力します。
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2-1-5　色・位置・スタイルは、　 をクリックしてﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰから選択し、

出力時の文字高は、枠内に直接数値を入力して変更して下さい。

2-1-6　文字を回転して配置したい場合は回転にﾁｪｯｸを入れます。
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2-1-7 　　　　　　　　　　　　　をクリックします。

2-1-8　配置位置等を指示して文字を作成します。

　　　　　　　①文字…配置位置をｸﾘｯｸで指示→文字作成

　　　　　　　②引出し文字…引出し線の始点をｸﾘｯｸ→終点をｸﾘｯｸ→引出し文字作成

　　　　　　　③回転…配置位置をｸﾘｯｸで指示→角度をｸﾘｯｸで指示→文字作成

文字作成後は必ずﾀﾞｲｱﾛｸﾞに戻りますので、すぐに次の文字の作成が可能です。

[image: image70.png]SRS, RASH
MBS
MESRBH

TIES
E oAy




2-1-9 コマンド終了は　　　　　 　　　　　　　　をクリックします。

2-2　【文字ｽﾀｲﾙ設定】 

基本マニュアルⅡを参照
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3.　寸法　長さ等の寸法を記入
３－１　【寸法記入】
3-1-1 【寸法】 ― 寸法記入をｸﾘｯｸします。

3-1-2　寸法線記入ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。
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3-1-3　 作成したい寸法の、種別のﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸで選択したのち、
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をｸｲｯｸし、ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝの指示に従って

寸法を作成します。

＊＊寸法線・補助線・寸法値の色を変更したい場合は、寸法線記入ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの
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「色」の枠内で、変更したい項目の　 をクリックして

表示させたﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰから色を選択し、変更してください。＊＊
寸法作成後は必ずﾀﾞｲｱﾛｸﾞに戻りますので、すぐに次の寸法の作成が可能です。
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3-1-4　ｺﾏﾝﾄﾞ終了は　　　　　 　　　　　　　をｸﾙｲｯｸします。
※（寸法説明）

・水平・垂直寸法…水平・垂直要素に対しての寸法を記入します。

・直列追加…作成された寸法に次の寸法を直列に追加記入します。

・斜め寸法…斜めの要素に対しての寸法を記入します。

・半径寸法…円の半径寸法を記入します。

・直径寸法…円の直径寸法を記入します。

※　作成例
・水平・垂直寸法の場合

１. 寸法線記入ﾀﾞｲｱﾛｸﾞで水平・垂直寸法をクリックで選択し、
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　　　　　　　　　　　 　　　　　　　を押します。

２. １本目の寸法補助線の起点をきいてきますので、
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　　　　　　　　　（端点）などのスナップを使い、クリックで起点を選択します。
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３. 次に２本目の寸法補助線の起点をきいてきますので

同様にしてクリックで起点を選択します。
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４. 次に寸法線の文字位置をﾏｳｽで指示します。

　　　　　　　　　→ 寸法が作成されます。右ｸﾘｯｸで終了
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※　作成した寸法の寸法値を変更したい場合は、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ修正で変更します。

３－２　矢印　

ﾏｳｽで最初ｸﾘｯｸした箇所に矢印が白色で表示されます
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３－２－１　２点矢印　

ﾏｳｽで最初と最後ｸﾘｯｸした箇所に矢印が白色で表示されます
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３－３　赤矢印（線色が赤になります）

ﾏｳｽで最初にｸﾘｯｸした箇所に矢印が白色で表示されます
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３－３－１　赤2点矢印（線色が赤になります）

ﾏｳｽで最初と最後ｸﾘｯｸした箇所に矢印が白色で表示されます
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３－４「距離計算（2点距離）」　２点間の距離を計測

3-4-1　【 距離計算（2点距離）】をクリックします。
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3-4-2　距離を計測する始点をきいてきますので、
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　　（端点）などのスナップ機能を使い、

クリックで開始点を選択します。

3-4-3　次に終点をきいてきますので、２と同じ要領でクリックで選択します。
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3-4-4　画面左下の白枠（ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝ）に距離（長さ）が表示されます。
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３－５［寸法スタイル設定］　寸法スタイルを設定します

　　　　　　　（基本マニュアルⅡを参照して下さい）

4.［部品］　部品の登録
4-1【衛生器具、建具登録】衛生器具、建具の部品を登録

　　　ここでは標準の部品表から登録する例を説明します。

4-1-1　【開く】コマンドで　Cドライﾌﾞ内　Program　Failes　内のSWSETUBI　6.4

からNEW配管部品登録を開きます
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4-1-2 登録したい器具・建具の部品作業しやすいように拡大しておきます。
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4-1-3 衛生器具、建具登録をクリックします。

4-1-4　衛生器具・建具登録 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。
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①ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ下のユーザ1～4の

ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝをクリックして、

器具・建具を登録したい

ユーザﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示させます。

4-1-5 　部品を登録させたい枠の下の②の名称登録枠をクリックし、器具・建具の

名称（任意）をキーボードで入力。
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4-1-6　名称を入力した③の部品登録枠をクリックし　　　　　　　　をクリック。

4-1-7　＜登録したい図形を選択＞ときいてきますので、登録したい部品を

ﾏｳｽで窓選択した後、右クリックします。

[image: image102.png]WAEEOH 2 RERE
Z’rv?{!&lﬂhf$ PRI A
EEOREEEHAL,

ESER/SHER
ENRIER GEL
PERUE BRSO (RS- AT




　　　　　　　　　　　　↓

まわりが消え、選択した器具だけが

画面上に表示されます。

4-1-8　＜挿入基点を指示＞ときいてきますので、

ﾏｳｽで挿入基点をｸﾘｯｸします。
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　　　　　　　　　　　　↓
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登録終了

　　　　　　　　　　　　↓

選択した器具が一瞬拡大され、

その後、画面上から消えます。
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4-1-9　コマンドを終了する時は　　　　　　　　　　　　をクリックします。
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※　部品がグループ化されているｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは登録はできませんので、事前に

分解コマンドで分解してから登録します。
　　　 ※　登録基点は配置時にﾏｳｽの中心になる点です
４－２［給水機器登録］　給水機器の部品を登録

4-2-1　【開く】コマンドで　Cドライﾌﾞ内　Program　Failes　内のSWSETUBI　6.4

からNEW配管部品登録を開きます


4-2-2 　予め、登録したい給水機器の部品を作業しやすいように拡大しておきます。


4-2-3 　給水機器登録 をクリックします。

4-2-4　給水器具登録 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ下のﾕｰｻﾞｰ1～4のﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝをクリックして、給水機器を登録したい

ユーザﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示させます。


4-2-5　登録機器の色を変更する場合は、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ左下の色選択枠の　 を

クリックして、色を選択します。

4-2-6　立面図を起こすか寝かすかを、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ右下のﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝを押して選択。

　　　　（立体図にした場合の部品が縦か水平かで表示します）

4-2-7　登録させたい枠の下の名称枠をクリックし、給水機器の名称を

キーボードから入力します。

4-2-8　名称を入力した登録枠の平面図の枠をクリックし、　　　　 

を押します。

4-2-9　 ＜登録したいｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択＞ときいてきますので、登録したい

給水機器をマウスで窓選択した後、右クリックします。

　　　　　　　　　　　　↓

まわりが消え、選択した機器だけが

画面上に表示されます。

· 平面図部品の登録挿入基点は左側です。（床下配管用部材は右側）

4-2-10　＜挿入基点を指示＞ときいてきますので、

マウスで挿入基点をクリックします。

　　　　　　　　　　　　↓

登録終了

　　　　　　　　　　　　↓

選択した機器が一瞬拡大され、

その後、画面上から消えます。

4-2-11　 再び給水機器登録ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、先程選択した平面図枠の

下の立面図の枠をクリックで選択し、同じ要領で登録します。

4-2-12　　コマンド終了は　　　　　　　　　　　　をクリックします。

　　　　
※　部品がグループ化されているｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは登録はできませんので、事前に

分解コマンドで分解してから登録します。

給水機器は、平面図・立面図の両方を必ず登録します。
4-3　［配管部品登録］　配管部品（栓類・ﾒｰﾀｰ類・枡等）を登録

4-3-1　【開く】コマンドでCドライﾌﾞ内　Program　Failes　内のSWSETUBI　6.4

からNEW配管部品登録を開きます。


4-3-2　予め、登録したい配管部品を作成しておき、ズームコマンドで、

作業しやすいように拡大しておきます。

4-3-3　配管部品登録をクリックします。

4-3-4　 配管部品登録 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ下のユーザ1～4の

ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝをクリックして、

配管部品を登録したい

ユーザﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示させます。

4-3-5　 部品を登録させたい枠の下の名称登録枠をクリックし、配管部品の名称を

キーボードで入力。

4-3-6　名称を入力した部品登録枠クリックし、　　　　　　　　　をクリック。

4-3-7　 ＜登録したいｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択＞ときいてきますので、登録したい部品を

マウスで窓選択した後、右クリックします。

　　　　　　　　　　　　↓

まわりが消え、選択した部品だけが

画面上に表示されます。

4-3-8　 ＜挿入基点を指示＞ときいてきますので、

マウスで挿入基点をクリックします。

　　　　　　　　　　　　↓

登録終了

　　　　　　　　　　　　↓

選択した部品が一瞬拡大され、

その後、画面上から消えます。

4-3-9　 コマンド終了は　　　　　　　　　　をクリックします。

※　部品がグループ化されているｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは登録はできませんので、事前に

分解コマンドで分解してから登録します。　

4-4　［下水連動縦断用桝登録］下水桝部品登録
4-4-1　【開く】コマンドでCドライﾌﾞ内　Program　Failes　内のSWSETUBI　6.4

からNEW配管部品登録を開きます。


4-4-2　予め、登録したい配管部品をズームコマンドで、

作業しやすいように拡大しておきます。


4-4-3　下水連動縦断用桝登録 を

クリックします。

4-4-4　 配管部品登録 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ下のユーザ1～4の

ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝをクリックして、

配管部品を登録したい

ユーザﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示させます



4-4-5　 部品を登録する枠の下の名称登録枠をクリックし、配管部品の名称を

キーボードで入力。

4-4-6　名称を入力した部品登録枠クリックし、　　　　　　　　　をクリック。

4-4-7　 ＜登録したいｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択＞ときいてきますので、登録したい部品を

マウスで窓選択した後、右クリックします。

　　　　　　　　　　　　↓

まわりが消え、選択した部品だけが

画面上に表示されます。

4-4-8　 ＜挿入基点を指示＞ときいてきますので、

マウスで挿入基点をクリックします。

　　　　　　　　　　　　↓

登録終了

　　　　　　　　　　　　↓

選択した部品が一瞬拡大され、

その後、画面上から消えます。

4-4-9　 コマンド終了は　　　　　　　　　　をクリックします。

※　部品がグループ化されているｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは登録はできませんので、事前に

分解コマンドで分解してから登録します。

4-5　［部材拾い出し］

図面上に作図された部材類の名称・数量等を表に拾い出しする

あらかじめﾌﾞﾛｯｸ挿入(4-6参照)で部材拾い出し表を任意の位置に配置して

おきます。
　　　もしくは材料集計表を図面で開きｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞを左右に並べて表示し複写します

4-5-1　部材拾い出しをクリックで選択します。

　　　


4-5-2　 ＜しばらくお待ちください＞の表示が出た後、部材拾い出し表に

図面内の全ての部材類の名称・数量のみが自動的に拾い出されます。


※　同時に　　　　　　　 というﾌｧｲﾙが作成され、部材拾い出しで

　　　　　　拾い出された表と同じ集計をExcel（表計算ｿﾌﾄ）でも使用することが

　　　　　　できます。（ファイルはSW設備－ＩＴのフォルダに作成されます）

4-6　［ﾌﾞﾛｯｸ挿入］名前のついたﾌﾞﾛｯｸまたは図面を現在の図面内に配置

· 今回は、例題として「5-材料集計.dwg」をﾌﾞﾛｯｸとして挿入します。＊

4-6-1 ﾌﾞﾛｯｸ挿入 をクリックで選択します。

4-6-2　ﾌﾞﾛｯｸ挿入のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。


4-6-3　「ファイルから」にチェックを入れ、　　　　　　　をクリックします。

4-6-4　ブロックのファイルを選択するﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので、

　　　Cドライﾌﾞ内　Program　Failes　内のSWSETUBI　6.4　から

「５－材料集計」を開きます。


4-6-5　 最初の ﾌﾞﾛｯｸ挿入 のﾀﾞｲｱﾛｸﾞに戻りますので、ﾌｧｲﾙ名を確認して

　　　　　　　　　　　　をクリックします。

　　　　（Cドライﾌﾞ内　Program　Failes　内のSWSETUBI　6.4の材料集計）



4-6-6　挿入をｸﾘｯｸし配置位置をマウスで指示します

4-6-7　＜X方向の尺度＞の入力になります。

そのままEnterキー（右ｸﾘｯｸでも可）します

尺度変更する場合は、半角数字で尺度を数字入力してEnterします。


4-6-8　次に＜Y方向の尺度＞の入力になりますので、X方向と同様にして

そのままEnterします

　　　　　　　

4-6-9　 次に＜回転角度＞の入力になりますので、そのままEnterします

4-6-10　部材拾い出し集計表が図面上に配置されます。

※　ﾌﾞﾛｯｸ挿入で配置した時点ではﾌﾞﾛｯｸは１要素になっていますので

配置した後は、必ず　　（分解ｺﾏﾝﾄﾞ）でﾌﾞﾛｯｸを分解して下さい。

　　　（挿入時に分解にﾁｪｯｸを入れた場合は不要）
4-7　［ﾌﾞﾛｯｸ定義］よく使用する図形等を選択してﾌﾞﾛｯｸにする
4-7-1　 ﾌﾞﾛｯｸ定義 をクリックします。

4-7-2　＜新しいﾌﾞﾛｯｸ名＞をきいてきますので、

作成したいﾌﾞﾛｯｸ名を入力します。

4-7-3 次に＜挿入基点＞をきいてきますので、マウスで図形の

中心付近でマウスをクリックします。

　　

　

4-7-4　＜ﾌﾞﾛｯｸ登録する図形を選択＞ ときいてきますので

画面上のﾌﾞﾛｯｸにしたい図形をマウスで

窓選択等で選択し、右クリックをします。　

　　　　　　　　　　　　　↓

画面上から図形が消え、コマンドが終了します。

　　　　　　　　　　　　　↓

ﾌﾞﾛｯｸ定義が完了。

　　　　　※　ブロック定義した図形はブロック挿入で貼り付け出来ます
 5.　イメージ処理

 5-1　【ｲﾒｰｼﾞ取込】ｽｷｬﾅﾃﾞｰﾀ等のﾗｽﾀｰを貼り付けます
5-1-1　 ｲﾒｰｼﾞ取込 をクリックします。

5-1-2　 ﾌｧｲﾙを開く ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので、ﾗｽﾀｰﾌｧｲﾙを探して選択します。

（例　ここではサンプルを貼ります） 

 Cドライﾌﾞ内　Program　Failes　内のSWSETUBI　6.4の中から

スキャナーﾃﾞｰﾀサンプルA1を開きます 


5-1-3　画面を挿入のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので　　　　　　　　をクリックします。

　　　　　　　　　


5-1-4 　挿入基点の入力になりますので、図枠の左下角もしくは

マウスで任意の位置を指示します。

5-1-5 　次に尺度の入力になりますので、そのままマウスで
図枠の右下角を指示します。

（例）　 ﾗｽﾀｰが表示されます。　



5-1-6　　平面図等、尺度を合わせたい場合は修正メニューの

長さ調整・部分縮尺を行います

（基本マニュアルⅡを参照）

· スキャナーデータの種類はＴＩＦＦがお勧めです

bmp・JPEG等でもかまいませんが、データ容量が多いです

· スキャナーデータの修正（線の削除、等）はスキャナー側の

ソフトで行います（SW設備では出来ません）

· イメージデータの上から作図した際にイメージ画像の下に表示

される場合は下記のイメージ透過をﾁｪｯｸ入れます




5-2　［ｲﾒｰｼﾞ保存先変更］保存先の再指定
※ イメージデータが表示されない場合に調整するコマンドです。
5-2-1　 ｲﾒｰｼﾞ保存先変更 をマウスでクリックします。
5-2-2　下記のようなﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。





5-2-3　イメージデータを 移動もしくは名前を変更した場合、そのイメージデータを

再度選択し直しますので　全画像の下のファイル名をｸﾘｯｸで青くし

パス設定　の横の　□　をクリックします

　　　　



5-2-4　　上記「画像ファイルを選択してください」のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので

元と同じイメージデータを指示し開くをｸﾘｯｸします


5-2-5　　右記の画面になりますので

　　　　　はい　をｸﾘｯｸします


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5-2-6　イメージデータが再表示されます

　あとは適用とＯＫをｸﾘｯｸします

· 申請書の上で作成したデータを保存する先がMOやFD等にされると

スキャナーデータが消えている事があります　

5-3　［ｲﾒｰｼﾞｸﾘｯﾌﾟ］ｲﾒｰｼﾞの一部分表示をします

· イメージデータを貼り付けた後に一部分のみを表示する

ことが出来る操作です
5-3-1　 イメージクリップをクリックします。

5-3-2 コマンドラインに

クリップする図形を選択になります

5-3-3　　イメージデータをﾏｳｽでｸﾘｯｸします

（イメージ枠表示にしないとﾃﾞｰﾀを選択出来ません）

5-3-4　　表示の形状をきいてきますので
　　　　　長方形の場合のＲをキー入力して

エンターします

　　（Rは小文字）

5-3-5　　次にﾏｳｽで必要な箇所を2箇所ｸﾘｯｸします

　　　　　



5-4　［ｲﾒｰｼﾞ枠表示］　　ｲﾒｰｼﾞの枠を表示する
※　スキャナーデータの用紙枠は貼り付けの際に白色もしくはｸﾞﾚｰで
表示します。非表示の際に表示させます

5-4-1　 ｲﾒｰｼﾞ処理―ｲﾒｰｼﾞ枠表示をクリックします。

　　　　　　　→ イメージ枠が表示されます。
5-5　［ｲﾒｰｼﾞ枠非表示］　ｲﾒｰｼﾞの枠を非表示にする

※　スキャナーデータの用紙枠は貼り付けの際に白色もしくはｸﾞﾚｰで
表示しますがこの枠を非表示させます

5-5-1　ｲﾒｰｼﾞ処理―ｲﾒｰｼﾞ枠非表示をクリックします。

　　　　　　→ イメージ枠が非表示になります。
6.　申請書作成　申請書をスキャナーで取込み原紙を作成します
6-1　【新規図面のｻｲｽﾞ・尺度設定】
6-1-1　 新規図面のｻｲｽﾞ・尺度設定
をｸﾘｯｸします
6-1-2　ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ図面を使用で次へをｸﾘｯｸ

6-1-3 ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ図面のﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄがicad.dwgで完了をｸﾘｯｸ

6-1-4 図面設定のﾀﾞｲｱﾛｸﾞから用紙のサイズと尺度を決めOKをｸﾘｯｸ


　　　　　　　（ここではA3横・尺度100にします）

　　6-1-5　画面に青い枠表示が出ます（用紙枠）

6-2　［ｽｷｬﾅで取込んだ申請用紙の挿入］
 　　ｽｷｬﾅで取込んだ申請用紙のデータを挿入します。

6-2-1　 ﾌｧｲﾙを開く ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので、作成した、ｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀを

選択します。

（例） 　ここではCドライﾌﾞ内　Program　Failes　内の

SWSETUBI　6.4の中から　設計書1-A3横.Tif　を開きます 

　

6-2-2 画像を挿入が開きますので、透過を使用をチェックし　　　　　

　　　　　　　　をクリックします。


　　　　　　　　　　

6-2-3　 挿入基点をきいてきますので、
青い図枠の左下角を指示します。

6-2-4　次に尺度をきいてきますので、そのままマウスで
図枠の右下角を指示します。

6-2-5 申請書が表示されます。


6-2-6 　作成した申請書の保存（透過・枠非表示）をｸﾘｯｸし任意の名前で保存します
6-2-7 　当て打ち印刷した際にズレがある場合は印刷位置調整で合わせます
6-3　［文字入力(申請書の尺度変更対応)］
6-3-1　文字入力のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので、

文字をクリックします。

6-3-2 　リストから選ぶ場合はリスト枠内の文字をクリックで選択します。

　　　　　　　→クリックした文字列が、文字列枠に表示されます。

6-3-3　リストにない文字の場合は、文字列枠にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから直接入力します。


6-3-4 　色・位置・スタイルは、　 をクリックしてﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰから選択し、

出力時の文字高は、枠内に直接数値を入力して変更して下さい。

6-3-5　文字を回転して配置したい場合は回転にﾁｪｯｸを入れます。

6-3-6 　　　　　　　　　　　　をクリックします。

　　　6-3-7　 配置位置等を指示して文字を作成します。

　　　　　　　①文字…配置位置をｸﾘｯｸで指示→文字作成

　　　　　　　②引出し文字…引出し線の始点をｸﾘｯｸ→終点をｸﾘｯｸ→引出し文字作成

　　　　　　　③回転…配置位置をｸﾘｯｸで指示→角度をｸﾘｯｸで指示→文字作成

文字作成後は必ずﾀﾞｲｱﾛｸﾞに戻りますので、すぐに次の文字の作成が可能です。

6-3-8　コマンド終了は　　　　　 　　　　　　　　　をクリックします。

· ここでの文字入力は申請書の尺度変更した際にｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀと共に文字も同時に尺度変更されます（メニュ-の文字とは異なります）

6-4　［印刷位置調整（画面上）］　印刷位置ズレを修正します。

6-4-1 一度申請書をテスト印刷し、原紙と比べてズレを計測します。

6-4-2　ズレの距離を入力（印字データの移動させたい距離と方向）して、

設定ボタンを押します。（スケールにてmm単位で計ります。）

6-4-3　再度印刷してズレの確認をします。

6-4-4　位置が合わない時は、再度位置調整を行ってください。
6-4-5　調整が終わりましたら、次に保存(6-5　参照)します。

· 申請書印刷時の設定に注意下さい

詳しくは　基本マニュアルⅠの【印刷について】を参照下さい

6-5　［作成した申請書の保存(透過・枠非表示)］
　　　　　作成した申請書のイメージデータを透過し枠を非表示にして保存します

6-5-1　名前を付けて保存 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので、

「保存する場所(I) 」の右横の白枠の右端の    を

クリックします。

6-5-2　　         をクリックして保存先のﾌｫﾙﾀﾞを探し、

ダブルクリックで開きます。（市町村別フォルダを

作るのが良いでしょう）

6-5-3　 「ファイル名（N）」の白枠に入っている文字（Drawing1等）を消して

保存したい名前を、キーボードから入力します。

6-5-4　 　　　　　　　をクリックします。　→　保存完了。


6-6　［申請書の尺度変更］　図面尺度を変更する

6-6-1　 申請書の尺度変更をマウスでクリックします。

6-6-2　尺度変更 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので半角数字で変更する尺度をｷｰﾎﾞｰﾄﾞから

入力し、　　　　　　をクリックします。


6-6-3　図面尺度が変更されます。

（例）申請書を作成した際に図面の尺度を100とします

図面を作成して収まらない場合に、この尺度変更を行います。

仮に200にした場合、申請書の用紙が変わります。

あとは図面を枠内に収めます。





6-7　［長さ調整/部分縮尺］　要素を指定した倍率で拡大または縮小させる
6-7-1　長さ調整/部分縮尺をマウスでクリックします。


6-7-2　 長さ調整/か部分縮尺　かを選択します。

6-7-3　 長さ調整の場合測定距離を入力するか、　　　　をクリックして

画面上から距離を測定します。

　　  　変更後の距離を入力します。

6-7-4  元図形を残す場合はチェックを入れておきます。

6-7-5   ＯＫ　ボタンを押します。

6-7-6   図形を選択します。
6-7-7   基準点を指示します。
6-7-8   配置点を指示します。

6-7-9   作図されました。

  　※同メニューの内容は、基本マニュアルⅡの修正を参照下さい

6-8　［申請書などの背景イメージを白に変換］
イメージデータの色を変更します

グレー色が白になります

6-9　［申請書などの背景イメージをｸﾞﾚｰに変換］
イメージデータの色を変更します

白色がグレーになります

6-10　［申請書初期設定］　

各項目の初期値の設定を行います。

　　　各メニューを選択した際の初期ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの設定を変更出来ます

ここでは主な設定を説明します

文字

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文字テーブルの設定は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文字リストの追加で出来ます




引き出し線の初期設定

グリッド・Oスナップ・直行初期設定

　上記は各メニューの初期ﾀﾞｲｱﾛｸﾞのｸﾞﾘｯﾄﾞ・Oｽﾅｯﾌﾟ・直行初期設定を行います

· 平面作図時にｸﾞﾘｯﾄの間隔を変更したい場合

下記の平面作図のｸﾞﾘｯﾄﾞにﾁｪｯｸを入れ数字を変更出来ます

但し　この際衛生器具・建具、等も同じ

数字にしないと配置時にズレが生じますので注意して下さい


　　　　※　ｽﾅｯﾌﾟの設定は




【目次】





次の点





右ｸﾘｯｸで終了





最初の点





右ｸﾘｯｸで終了





最初の点





最後に右ｸﾘｯｸを3回





最初に中心をｸﾘｯｸ





半径位置をｸﾘｯｸ





始点





通過点





終点





対角点をｸﾘｯｸ





一点ｸﾘｯｸ





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





最初にｸﾘｯｸ





二点目をｸﾘｯｸ





�





�





�





�





尺度の入力





�





部品名登録





ｸﾘｯｸ











ｸﾘｯｸ











このように


開いていると


出来ません！





�





文字入力





何れかを


クリック





チェック





回転時





� EMBED PBrush  ���





�





寸法値の位置


2点目





10.0





寸法の


2点目





寸法の


起点





距離





�





③部品登録枠





②名称登録枠





①ｸﾘｯｸ





②次にこの窓を


ｸﾘｯｸ黒い破線の枠になります





� EMBED PBrush  ���





左記のような部品をマウスで選択した後、登録基点を


任意にｸﾘｯｸします


画面が一瞬拡大し画面から消えます。





� EMBED PBrush  ���





①最初に部品名を入力





③最後部品全体を選択後、基点をｸﾘｯｸ





�





名称枠











登録枠





クリック





どちらかに


クリック





クリック





�





部品登録枠





クリック





�





� EMBED PBrush  ���





�





次に部品登録枠をｸﾘｯｸ





最初に名称登録枠に名称入力





� EMBED PBrush  ���





チェック








クリック





�





�




















�





�





右下角をｸﾘｯｸ





最初の基点





�





ここ





�





ｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀが表示されない場合は元あった場所から移動もしくは削除した事が考えられます





�





� EMBED PBrush  ���





�





�





�





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





�





右のように一部の表示が出来ます











�





�





�





�





�





�





文字入力





何れかを


クリック





チェック





回転時





� EMBED PBrush  ���





クリック





クリック





ファイル名入力





保存ﾌｫﾙﾀﾞ選択





数値入力





クリック





�





�





A3サイズ尺度200





A3サイズ尺度100





上記のように図面の大きさは同じでも用紙の大きさが変わります





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





�





�





次ページをｸﾘｯｸし


空欄に文字を入力し


登録出来ます





給排水作図の際の


ダイアログの表示


される初期状態です


左記の内容を任意に


変更出来ます





�





�





� EMBED PBrush  ���





この数字がｸﾞﾘｯﾄ間隔





�





左記


Oｽﾅｯﾌﾟの各欄に


ﾁｪｯｸ入れます
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